
































職員自己評価チェックリストの考察（太陽こども園） 

1. 全体傾向 

今回の自己評価では、多くの項目で「できている」「おおよそできている」が多数を占

め、 職員一人ひとりが日常の保育・業務に対して高い意識を持って取り組んでいる

ことが明確に表れている。 

特に、 

 子どもへの関わり 

 基本的マナー 

 安全管理 

 心理的安全性（相談しやすさ・否定されない風土） といった園の基盤となる部

分は非常に安定している。 

一方で、 コミュニケーション・業務効率・助言や意見表明・保護者支援など、 “対人

スキル”や“連携”に関する項目では「意識しているができていない」が一定数見られ、 

今後の改善ポイントが浮き彫りになった。 

2. 強みとして表れた点 

（1）子どもへの関わりの質が高い 

Q14「愛着関係」、Q21「人格・個性の尊重」、Q24「公平性」など、 子どもに直接関わる

項目はほぼ全員が肯定的。 

「できている:22 おおよそできている:14」 とあり、安定した保育姿勢が確認できる。 

（2）基本的マナー・身だしなみ・守秘義務 

Q1「情報を他言していない」では 

できている 34 名 と非常に高い。 

Q3「清潔で安全に配慮した身なり」も 



できている 25 名、おおよそできている 14 名 と、信頼性の高い職員集団であることが

示されている。 

（3）安全管理・危機対応の理解 

Q33「嘔吐物処理」、Q38「応急処置」、Q39「避難の理解」など、 安全に関する項目は

全体的に高評価。 

特に避難に関しては 

「できている 15 名、おおよそできている 21 名」 と、ほぼ全員が理解している。 

（4）職場の心理的安全性が高い 

Q41「失敗しても咎められない」では 

ない：32 名 と圧倒的多数。 

Q42「相談できる同僚がいる」でも 

いる：37 名 と、安心して働ける環境が整っていることが分かる。 

これは離職防止・定着にもつながる大きな強み。 

（5）挑戦・提案がしやすい風土 

Q44「挑戦が許されている」では 

許されている 14 名、おおよそ許されている 22 名 と、前向きな雰囲気がある。 

3. 課題として見える点 

（1）提出物・業務効率・優先順位 

Q6「提出物の期限」では 

意識しているができていない：7 名、できていない：1 名 と、一定の課題が見える。 

Q17「優先順位を意識した効率的な取り組み」でも 



意識しているができていない：14 名 と最多。 

業務量の多さや時間管理の難しさが背景にあると考えられる。 

（2）コミュニケーション・情報共有 

Q7「確認連絡相談」、Q11「研修内容の共有」など、 “伝える・共有する”系の項目で

課題が顕著。 

Q11 では 

意識しているができていない：11 名 と多く、園全体のスキルアップに影響する可能性

がある。 

（3）助言・意見表明の難しさ 

Q8「反対意見を代案とともに伝える」、Q13「相手のためのアドバイス」では 

意識しているができていない：10〜13 名 と多い。 

人間関係への配慮や遠慮が影響していると推測される。 

（4）保護者支援の自信 

Q36「保護者が子育ての喜びを感じられる支援」では 

できていない：3 名、意識しているができていない：4 名 と、一定の苦手意識が見られ

る。 

Q37「相談できる関係性」でも 

できていない：6 名 と、他園より課題がやや大きい。 

（5）食育・文化的活動の実践 

Q31「食育の取り入れ」では 

意識しているができていない：14 名 と最多。 

Q27「季節感・伝統文化」でも 



意識しているができていない：11 名 と、計画的な取り組みに課題が見える。 

4. 総合的な考察 

太陽こども園の職員自己評価は、 子どもへの関わり・基本行動・安全管理・心理的

安全性といった 保育の基盤となる部分が非常に高いレベルで維持されていることを

示している。 

一方で、 業務効率・情報共有・助言や意見表明・保護者支援・食育や文化活動の計

画性 といった、より高度なコミュニケーションや計画力が求められる領域に課題が見

られた。 

これらは、園全体の質をさらに高めるための重要な改善ポイントであり、 研修・ミーテ

ィング・業務フローの見直しなどで改善が期待できる領域である。 

5. まとめ 

今回の自己評価は、太陽こども園が 子どもへの丁寧な関わり・安全管理・職員同士

の支え合い といった基盤の強さを持つ園であることを示している。 

同時に、 業務効率・情報共有・保護者支援・食育や文化活動の計画性 といった、園

全体の質をさらに高めるための課題も明確になった。 

これらに丁寧に取り組むことで、 職員の働きやすさ、保育の質、保護者の満足度は

さらに向上すると考えられる。 

 




